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平成17年度第2回「総合的な学習の時間」における地学領域指導者講習会
天草下島北東部（本渡・五和）の地質巡検
1．はじめに
平成17年10月29日,30日に天草下島北
部(本渡・五和)及び龍ケ岳町柵島の巡検会が
行われた．参加者は28名．今回は，天草下島
北部の地質と梢島・和田鼻の地質の観察を行
った．
2．巡検地解説
一日目（天草下島北部の地質）
最初に訪れた茂木根海岸では，佐伊津層上
部を観察した．佐伊津層は，新生代第三紀鮮
新世～新生代第四紀洪積世(更新世)にできた
もので，新生代古第三紀層坂瀬川層を傾斜不
整合に覆っている.佐伊津層の中位の層順に，
4～5mの御領火砕流堆積物(御領凝灰岩)を
挟み，上部，下部の二部層に分けられる．下
位から，砂牒層，砂層，シルト・粘土層と重
なる堆積輪廻がいくつも見られ，流水のはた
らきによって形成されたことが分かる．砂層
ではクロスラミナも観察することができる．
また，火山灰層には埋没樹の形がくっきり残
っていることから，木が朽ちる前に短時間に
大量の火山灰が降り積もったことが分かる．
次に訪れた黒崎海岸では,Aso-4火砕流堆
積物と御領火砕流堆積物を観察した.Aso-4
火砕流堆積物は，佐伊津層下部の上の御領火
砕流堆積物と，その上に不整合関係で乗って
いる小串層を覆って分布している．佐伊津層
上部は侵食され，はっきりと確認することは
できなかった．また，吹き抜けパイプ構造が
見られ，水蒸気が抜けた後に小さな磯が詰ま
っている様子も観察することができた.また，
火山豆石の層も観察することができる．
鬼の城公園では御領火砕流-1と-2を見る
ことができる.下位の御領火砕流-1の黒色溶
結凝灰岩中には吹き抜けパイプ構造を見るこ
とができる．また，火山豆石も多数入ってい
る様子が観察できる．
1）本渡市立本渡南小学校
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最後に訪れた五和町井手の石切場では，
Aso-4火砕流堆積物である灰石を切り出して
いる．Aso-4火砕流堆積物は天草では灰石と
呼ばれ，家の塀や置物に加工して昔から，そ
して今も広く利用されている．阿蘇から適度
な距離があることで，加工しやすい適度な溶
結の状態を示しているためである．夜は宿泊
先の栄美屋にて懇親会が開かれた．
二日目（龍ケ岳の梢島・和田鼻）
この地域では，上部白亜系姫浦層群の基底
部の地層を見ることができる．柵島では，こ
の層の下にさらに古い花尚閃緑岩があり，不
整合で接している．基底部の磯岩層は花尚閃
緑岩藤と砂岩喋を主とし，その上に砂岩層が
重なっている．その上位には，砂岩・頁岩の
互層が続く．また，梢島の中央には断層があ
り，一連の地層が繰り返された構造を示して
いる．
柵島の南西部では，大規模なクロスラミナ
を観察することができる．この堆積構造は，
潮の満ち引きによってできたものと考えられ
ている．また，この付近の泥質岩から示準化
石であるイノセラムスやクロスラミナを形成
している砂岩層の中に二枚貝の断面をいくつ
か見ることができた．さらに,柵島北西部の海
岸では，いくつかのアンモナイト化石も見つ
けることができた．
梢島を一周するだけで，断層や貫入，イノ
セラムスやアンモナイトの化石や漣痕，クロ
スラミナなどたくさんの教材があるというこ
とを確認できた．
3．おわりに
地元に住んでいるが，実際の授業に地域の
教材を開発し，活用することはほとんどでき
ていない．今回のこの巡検によって天草にあ
るいくつもの地学教材を知ることができた．
今回の巡検で学んだことを今後授業の中に取
り入れていきたい．
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最後に，終始丁寧な説明をしていただいた
本渡市立瀬戸小学校の益田悦郎先生と大矢野
中学校の岩崎宏保先生，渡辺一徳先生，田中
均先生に深く感謝の意を表し，巡検会報告と
する．
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